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1. 先頭ページ

投稿原稿（口絵，ニュース，書評・紹介を除く）の先頭ページの上段に，表題，著者名を，下段に，所属機関を，それぞれ和文・英文で記入する。
なお，著者の右肩の記号は，“ * ”とし，著者が複数のときは，先頭から*，**，***…と記入する。所属も同様に，*，**，***…の順序で記入する。また，英文要旨およびキーワード（和文・英文）を記入する。
2. 字体とサイズ

　章・節・小節等の見出しは，MS明朝Bold（太字），本文は，MS明朝で，それぞれ10ポイントとする。英数字は，Centuryで記入する（数式記号は除く）。
3. 見出し
　見出しとして，数字1.2.3.4.…がついた章を最上位に置く。章の下には節が置かれ，右括弧の数字（1）（2）を付す。更に小節1-1）1-2），小小節1-1.1）1-2.1），それ以下の階層では数字の代わりに1-1.2.a）のようにアルファベットの小文字を用いてもよい。
（1）節見出し 例
　本文

*所属和文　MS明朝　**所属和文　MS明朝
*所属英文 Century　**所属英文　Century

（2）節見出し 例
　本文

4. 句読点について
　句点は“。”，読点は“，”を使用する。キャプション，文献リストでは，句点を「．」とする。

5. 図表

　図表は，1段分もしくは2段分の幅で，体裁・レイアウトに注意し，読みやすいように本文中に挿入する。

6. 数式

　数式は原則として改行後上下に0.5行程度のスペースをとって配置する。数式はMS Wordでは通常
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のように，文章中に挿入された図形オブジェクトとなる。右端に括弧付きの数式番号を付す。引用は「式（1）」などとする。

7. 注
　注は，本文の記述を簡潔にするために，本文の内容に密接に関連してそれを補足する必要がある場合に限って用いる．本文中の当該箇所の右肩に右片括弧付き1)，2)，3)，4)…通し番号を付し，本文（謝辞）の後にまとめて，番号を付して注の内容を記す．
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